軸となる取組・活動
　※小中一貫教育構想図の実践に向けて，軸となる取組・活動について，つけたい力を明確にした上で，中学校ブロックまたは各学校で取り組む内容を，学年または一定の学年区分ごとに記載してください。（適宜，学年または一定の学年区分ごとに，実線・枠等の記入や点線の消去をしてください。）

	９年間を通して子どもにつけたい力
自ら学び未来を切り拓く自律心あふれる心身ともに健康な子どもの育成　～家庭・地域の想いとともに～

・正しい知識と判断力とをもち，話し合いや行動ができる人

・相手意識をもち，自分の考えや意思を伝えられ，将来の自分を見据えて努力ができる人

・「夢」と「目標」を実現させるため心身の健康の保持と増進に努められる人

	 

自分の思いをもち，友だちに伝え，仲良く助け合おうとする子
	仲間を大切にし，自ら進んで協力し合って行動できる子
	信頼し支え合い，一人一人のよさを認め合い，自主的に取り組もうとする子
	何事にも全力で取り組み，すべての活動に喜びを感じられる態度を身につける。自分を大切にし，仲間を思いやり，高め合える人間関係づくりを大切にする態度を身につける。

	小１（１年）
	小２（２年）
	小３（３年）
	小４（４年）
	小５（５年）
	小６（６年）
	中１（７年）
	中２（８年）
	中３（９年）

	
＜話す力を育むために＞

・相手に応じて，話す事例を順序立て，ていねいな言葉と普通の言葉との違いに気をつけて話そうとする。

・聞き手を見ながら，姿勢や口形，

声の大きさや速さなどに注意して，はっきりとした発音で話そうとする。

＜聞く力を育むために＞

・話し手を見ながら，大事なことを

落とさないようにしながら，興味を持って聞こうとする。

＜話し合う力を育むために＞

・互いの話を集中して聞き，話題に

沿って話し合おうとする。

＜より良い集団を築くために＞

・思いやりをもって関われる人間関

係を築けるように，一人一人を大

切にした活動を取り入れる。

	＜話す力を育むために＞

・相手や目的に応じて，理由や事例

などを挙げながら筋道を立て，適

切な言葉遣いで話そうとする。
・聞き手の方を向いて，言葉の抑揚

や強弱，間の取り方などに注意し

て話そうとする。

＜聞く力を育むために＞

・質問をしたり感想を述べたりしな

がら，話の中心に気をつけて聞こ

うとする。

＜話し合う力を育むために＞

・互いの考えの共通点や相違点を考

え，司会や提案などの役割を果た

しながら，進行に沿って話し合お

うとする。

＜より良い集団を築くために＞

・プレリーダーを意識して，一人一

人のよい考えや行動がよりよい

集団をつくるということを認識

し，集団が高まるような活動を取

り入れる。


	＜話す力を育むために＞

・目的や意図に応じて，事柄が明確

に伝わるように話の構成を工夫

しながら，場に応じた適切な言葉

遣いで話そうとする。

・共通語と方言との違いを理解し，

また，必要に応じて共通語で話そうとする。

＜聞く力を育むために＞

・話し手の意図をとらえながら，自

分の意見と比べて聞こうとする。

＜話し合う力を育むために＞

・互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話そうとする。

＜より良い集団を築くために＞
・互いにしっかりと意見を出し合

い，とことん比べ合い折り合いを

つけながら「みんなで納得」して

よりよいものを見出そうとする。

・一人一人が役割をもつことができ

るようにし，その役割を最後まで

果たし，リーダーとして，他学年

や学校全体への関わりがもてる

内容やその振り返り活動を取り

入れる。
	


学年道徳

生命の尊さに気付かせ，かけがえのない自他の命を尊重しようとする態度，自分を見つめ，高め合える人間関係づくりを大切にする態度を育てる。
	ふれあい道徳（地域・保護者参加型）
互いの個性を尊重し，互いを認め合い，行動できるような態度，地域の一員として自覚を持って郷土を愛する心を育てる。
	学級道徳（保護者参加型）

目標達成に向けて，必死で努力することの大切さに気付かせるとともに，より高い目標に向けて努力しようとする強い意志を養う。また，成功の裏には多くの人の支えがあることを知り，それに気づき，感謝し，こたえていこうとする道徳的実践力を育てる。


学びの約束・ルール

	項　目
	小１（１年）
	小２（２年）
	小３（３年）
	小４（４年）
	小５（５年）
	小６（６年）
	中１（７年）
	中２（８年）
	中３（９年）

	話し方・
聞き方
	全員に聞こえる声の大きさで話す。

話をする人の方を向いて聞く。
	相手や場にあった話し方をする。

うなずくなどして，自分の考えと比べながら聞く。
	目的や意図をはっきりさせてわかり易く話す。

必要に応じてメモをとりながら聞く。
	目的や場面に応じて，立場や考えの違いを踏まえて話す。
目的や場面に応じて，話し手の意図を考えながら傾聴する。

	異年齢集団

活動
	異年齢のグループに慣れ楽しく活動する。

	１年生との関わりを意識し楽しく活動する。
	低学年との関わりを意識し楽しく活動する。
	５年生の行動と３年生との関わりを意識しまわりをよく見て活動する。
	「プレリーダー」として行動し，１年生のお世話をする。（活動時の１年生の送迎）
	「リーダー」として行動し，グループ全体をまとめる。（事前リーダー会・反省会）
	小学校での経験を活かしながら，上級生と共に楽しみを感じながら活動する。
	中学校の中核であることを自覚しながら，３年生を手本に活動する。
	社会への参画の意識を高め，学校全体を考えながらリーダーシップを発揮する。


学年または学年区分ごとにめざす姿　





＜陵ヶ岡小学校・鏡山小学校の取組＞











＜花山中学校の取組＞











＜表現する＞


・自他を尊重しようとする態度，自分を見つめ，高め


　合える人間関係を結ぶために，深く考え，自らの考


えをさまざまな方法（語る・描く・書く・歌う・奏でる）を用いて表現する。





＜聴く＞


・互いの個性を尊重し，互いを認め合い，行動できる


ような態度を養うために，他者の考えをしっかりと


聴き取る。





休日参観（６月）











全校道徳（10月）














